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本
学
卒
業
生
の
同
窓
会
組
織

で
あ
る
立
教
大
学
校
友
会
は
、

２
０
１
１
年
３
月
に
ご
卒
業
さ
れ

る
皆
様
を
新
し
い
校
友
と
し
て

お
迎
え
す
る「
新
校
友
会
員
歓
迎

パ
ー
テ
ィ
２
０
１
１
」を
開
催
い

た
し
ま
す
。昨
年
よ
り
始
ま
っ
た

こ
の
パ
ー
テ
ィ
、当
日
は
友
人
同

士
で
写
真
を
撮
っ
た
り
、ゼ
ミ
の

先
生
と
談
笑
し
た
り
す
る
姿
が

あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

卒
業
後
、校
友
会
員
と
し
て
ご

活
躍
さ
れ
る
皆
様
の
新
た
な
門
出

を
、校
友
会
一
同
祝
福
い
た
し
ま

す
。パ
ー
テ
ィ
で
は
立
教
グ
ッ
ズ

が
当
た
る
抽
選
会
や
学
生
団
体

に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
実
施

　

私
た
ち
は
、家
庭
や
学
校
、職

場
な
ど
で
日
々
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト

レ
ス
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
生
活
し

て
い
ま
す
。立
教
学
院
で
は
本
学

院
の
生
徒
・
学
生
は
も
と
よ
り
、

そ
の
父
母
や
家
族
、教
職
員
、卒

業
生
、近
隣
に
お
住
ま
い
の
方
々

な
ど
、地
域
に
開
か
れ
た
心
理
相

談
機
関
と
し
て「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
」を
開
設
し
て
い
ま
す
。

幼
児
・
児
童
か
ら
大
人
ま
で
を

対
象
に
子
育
て
や
発
達
、学
業
、

家
族
に
関
す
る
諸
問
題
、そ
れ
に

心
に
悩
み
を
も
つ
方
の
ご
相
談
を

　立教学院史資料センターでは、より多くの方々
に立教学院の歴史を理解して頂くために学院史の
「常設展示」を企画しております。また、「立教学院
150年史」の編纂準備も本格化することとなりま
した。
　つきましては校友の皆様に、立教関係の資料の
ご提供をお願い致します。「資料」と言いますと、
何か特別のもののようなイメージがありますが、
私たちが描こうとする学院史にとっては、そこに
生きた児童・生徒・学生や教職員、そしてキャン
パスや街の様子を伝えるものすべてが「資料」で
す。写真や物品、冊子や書類など、ご提供頂けるも
の、あるいはお貸し頂けるものがありましたら、ぜ
ひご一報ください。

立教学院史資料センター課長　山中一弘
TEL.03-3985-2758
E-mail　takara@rikkyo.ac.jp

お
受
け
し
、共
に
考
え
、解
決
ま
で

の
援
助
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。個

人
面
接
を
は
じ
め
と
し
て
、子
ど

も
の
遊
戯
療
法
、親
子
並
行
面
接
、

家
族
療
法
、集
団
療
法
な
ど
多
彩

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
準
備
し
、相
談

に
は
臨
床
経
験
豊
か
な
大
学
教

員
や
臨
床
心
理
士
が
あ
た
り
ま
す

の
で
、ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。ま
た
、必
要
に
応
じ
て

心
理
検
査
を
実
施
し
た
り
適
切

な
医
療
機
関
や
施
設
も
ご
紹
介

し
ま
す
。

　

相
談
は
予
約
制
に
な
っ
て
い
ま

予
定
！
学
生
時
代
を
共
に
し
た
仲

間
達
と
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

対
象
者
の
皆
様
へ
は
12
月
に
ご
案

内
状
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

▽
日
時　

２
０
１
１
年
３
月
22
日

現
況

　

立
教
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
大
学

（
以
下
Ｒ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
）は
、08
年
４
月

に
日
本
で
初
め
て
50
歳
以
上
の
シ

ニ
ア
向
け
の「
学
び
直
し
」と「
再

チ
ャ
レ
ン
ジ
」の
サ
ポ
ー
ト
を
目

的
と
し
た
本
格
的
な
生
涯
学
習
の

場
と
し
て
開
設
さ
れ
、お
蔭
様
で

順
調
に
３
年
を
経
過
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。Ｒ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
は
社
会
的

に
大
き
な
反
響
を
呼
び
、新
聞
・

雑
誌
・
Ｔ
Ｖ
等
で
40
件
を
超
え
て

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
受
講
生
数
は
本
科
91

名（
男
性
50
名
・
女
性
41
名
）、専

攻
科
63
名（
男
性
31
名
・
女
性
32

名
）、合
計
１
５
４
名
の
意
気
軒
昂

な
男
女
が
、学
び
の
情
熱
尽
き
る

こ
と
な
く
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を

謳
歌
し
て
い
ま
す
。既
に
第
一
期

生
93
名
、第
二
期
生
36
名
が
修
了

（
卒
業
）し
、多
く
の
方
が
Ｒ
Ｓ
Ｓ

Ｃ
で
の
学
び
を
生
か
し
て
地
域
貢

献
活
動
等
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

科
目
と
課
外
活
動

　

今
年
度
の
開
講
科
目
は
、エ
イ

ジ
ン
グ
社
会
の
教
養
科
目
群
13

科
目
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン

と
ビ
ジ
ネ
ス
科
目
群
15
科
目
、セ

カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
設
計
科
目
群
12

科
目
の
合
計
40
科
目
。受
講
生
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
、年
々
科
目
の

増
設
や
組
み
換
え
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、全
学
共
通
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム（
学
部
学
生
向
け
の
教
養
科
目

群
）は
１
５
３
科
目
が
開
放
さ
れ
、

前
期
２
科
目
・
後
期
２
科
目
が
履

修
可
能
で
、学
部
学
生
と
共
に
学

ぶ
こ
と
が
出
来
る
の
も
魅
力
的
で

す
。

　

受
講
生
全
員
が
参
加
す
る
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
は
、本
科
生
と
専
攻
科
生

が
一
諸
に
な
り
修
了
報
告
書（
本

科
）や
論
文（
専
攻
科
）の
作
成
に

励
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、課
外
活
動

と
し
て
は
、全
員
が
学
校
行
事
の

委
員
と
な
り
、自
主
的
な
運
営
を

行
い
ま
す
。更
に
09
年
4
月
に
は
、

受
講
生
と
修
了
生
の
社
会
と
の
関

わ
り
合
い
を
支
援
す
る「
Ｒ
Ｓ
Ｓ

Ｃ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」が
設
立

さ
れ
、現
在
13
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
活
発
に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
時
に
、親
睦
団
体
の「
Ｒ
Ｓ
Ｓ
Ｃ

同
窓
会
」も
発
足
し
ま
し
た
。

11
年
度
の
試
験
概
要

　

募
集
は
12
月
上
旬
〜
１
月
中

旬
、
試
験
は
１
月
下
旬
に
行
わ

れ
ま
す
。ま
ず
履
歴
書
・
エ
ッ
セ

イ
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

エ
ッ
セ
イ
は「
志
望
理
由
」を
テ
ー

マ
に
、ど
の
よ
う
な
人
生
を
歩
ん

で
き
た
か
、家
族
や
社
会
と
の
関

す
の
で
、下
記
の
時
間
に
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
受
付
時
間

　

０
３
・
３
９
８
５
・
４
５
７
４

▽
相
談
時
間

▽
場
所
は
池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら

少
し
離
れ
た
閑
静
な
住
宅
街
の
一

角（
17
号
館
）に
あ
り
ま
す
。案
内

図
な
ど
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

w
w
w
.rikkyo.ne.jp/grp/

kokoro/
〝
立
教
学
院
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
〞の
ご
案
内

　

職
域
立
教
会
に
登
録
さ
れ
て

い
る
立
教
会
に
は
後
日
郵
送
で
ご

案
内
い
た
し
ま
す
。ま
た
、登
録
さ

れ
て
い
な
く
て
も
社
内
に
３
名
以

上
の
校
友
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
企
業

は
対
象
と
な
り
ま
す
。詳
細
は
次

号
会
報
、校
友
会
Ｈ
Ｐ
に
て
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

▽
日
時

▽
場
所

▽
内
容　

※
立
教
会
と
し
て
登
録
さ
れ
て

い
な
い
企
業
に
お
勤
め
で
、ご
案

内
状
の
送
付
を
ご
希
望
の
方
は
、

左
記
連
絡
先
ま
で
代
表
者
氏
名
・

卒
年
学
科
・
企
業
名
・
住
所（
ご

案
内
状
送
付
先
）・
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

koyu@
grp.rikkyo.ne.jp

わ
り
、
何
を
学
び
た
い
か
等
を

２
５
０
０
字
程
度
で
ま
と
め
ま

す
。面
接
試
験
は
、応
募
者
全
員

が
一
人
15
分
程
度
、
２
名
一
組
の

教
員
と
質
疑
を
行
い
ま
す
。エ
ッ

セ
イ
と
面
接
を
総
合
し
て
合
否

を
判
定
し
ま
す
。

　

な
お
、11
年
度
の
募
集
要
項
は

10
月
下
旬
に
新
聞
・
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
発
表
し
ま
す
の
で
ご
覧
下

さ
い
。

校
友
の
皆
さ
ま
へ

　

本
学
校
友
の
本
科
受
講
生
数

は
例
年
比
較
的
少
な
く
、10
年
度

は
８
名（
男
性
５
名
・
女
性
３
名
）

に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。校
友
の
受

講
生
は
、委
員
会
活
動
や
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
、同
窓
会
等
に
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、周
囲
の

受
講
生
か
ら
も
大
変
信
頼
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

Ｒ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
は
、立
教
大
学
ら
し

い
独
創
的
な
社
会
貢
献
の
一
つ
と

位
置
付
け
て
お
り
、校
友
の
皆
さ

ま
が
Ｒ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
で
ご
活
躍
さ
れ
る

こ
と
は
非
常
に
意
義
深
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。多
く
の
方
々
の
ご
応

募
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

（
Ｒ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
運
営
委
員　

坪
野
谷

雅
之（
40
経
）記
）

●
問
合
せ
先

立
教
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
大
学
事

務
室

　

０
３・３
９
８
５
・４
６
７
２

（
火
）17
時
〜
19
時
30
分

▽
場
所　

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
３
階　

富
士
の
間　

▽
参
加
費　

無
料（
ご
招
待
）

※
会
場
の
都
合
上
、先
着
５
０
０

名
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

▽
対
象　

２
０
１
１
年
３
月
卒

　

業
見
込
み
の
学
部
学
生

「理想の学校を目指して」 
　「キリスト教に基づき他者
を思いやることのできる人間
を育成する」という教育理念
のもと19名の小学生からス
タートした寺子屋の時代から、
38年後の今日に至るまで、全
教職員が生徒一人一人を大切
に、愛情を込めて学校を築い
てきました。

「日本では求めることのできない特色」 
　生徒4人に教員1人、比類のない徹底した少人数教育、大家族主義を
目指し、生徒と教員が毎朝の礼拝や1日3度の食事を共にしながら、大
きな1つの家族として共同生活を営みます。生徒たちは日本を離れ、親
元を離れて、全寮制の生活を仲間と共に送りながら、自然に他者を思い
やる心を育くみ、仲間との強固な絆で結ばれていきます。

「真の国際教育」 
　英国にある利点を最大限に生かし、現地の教会の日曜礼拝への出席
や、英国人による本場の英語の授業はもちろん、大学見学、観劇などの
体験や、近隣の学校との文化・スポーツ交流、地域社会とのふれあい
を通して、生きた英語を身につけ、国際感覚を養い、真の国際人として
成長していくことを目指しています。

　すでに、多くの卒業生が立教大学で学び、
社会に巣立っていきました。私たちはこれか
らも、世界で活躍する立教ファミリーの子女
教育を応援したいと考えています。いつでも
お気軽にご相談・お問い合わせください。 

立教英国学院東京事務所　所長　橋場文昭（47営）
TEL&FAX 03-3985-2785
E-mail rikkyoeikoku-tokyo@siren.ocn.ne.jp

受講生アンケート結果
09年12月の受講生アンケート調査では
次のような結果を得ています。
・入学して良かった
・充実した学生生活
・教授陣に満足
・授業の内容に満足
・施設・設備に満足
・事務室対応に満足

・・・・・・96％
・・・・・・91％

・・・・・・・・・76％
・・・・・・67％
・・・・・・92％
・・・・・・84％

資料
請求先

立教英国学院校長　　棟近　稔（52物）

MAIL

企
業
等
立
教
会

交
流
会
の
ご
案
内

立
教
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
大
学

第
四
期
生
募
集

▲前期納涼パーティーより（第一食堂）

立教関係の資料をご提供ください

TEL

TEL

火
曜
日
〜
土
曜
日

（
10
時
〜
17
時
）

１
回
50
分

（
３
５
０
０
円
〜
）

URL

２
０
１
１
年
２
月
下
旬

18
時
30
分
〜（
予
定
）

池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス
内

講
演
会（
詳
細
未
定
）、

懇
親
会

▲昨年度の様子

世界で活躍する立教ファミリーを応援します。
英国にある全寮制日本人学校でぜひ学んでください。

立教英国学院
立教大学系属校

小学部（5・6年生）・中学部・高等部
■2010年度から日本在住でも入学できるようになりました。
■各学年・各学期ごとの途中編入制度もあります。
■立教大学への推薦枠が10名から15名に増えました。
　（2010年度高等部3年在籍数31名）

３
月
ご
卒
業
予
定
の
皆
さ
ん

10
月
25
日（
月
）0
時
10
分
〜
0
時
30
分

N
H
K
総
合「
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
20
m
i
n
」

近
日
テ
レ
ビ
放
送
予
定
‼

新
校
友
会
員
歓
迎
パ
ー
テ
ィ
2
0
1
1
の
ご
案
内


